
  

※「校長室から」感じたこと等を不定期で発信していきます。 

232    1月 20日（火） 

   19 日、学校プールの先付近にて不審者の情報が入りました。職員が現場

にて確認し、一報が入りました。一部の学年が下校時間と重なり、すぐに学

校から出さずに教室にて待機させました。また、現場付近に子どもがいない

か確認しました。すぐに、複数のパトカーがかけつけ、当該者を確保しまし

た。学校では、体育館前門を閉鎖するとともに、現場付近、体育館前門に職

員を配置しました。安全を確認した上で、教師引率の元、紫コース以外の児

童の下校、そして、騒然としていた現場の状況が落ちついたのを見計らい、

教師付き添いのもと、紫コースの複数での下校を開始しました。緊迫した状

況でしたが、職員の連携、警察、市教委、学童保育、地域の方々との連携の

うえ、子どもへの大きな被害がなく事態が落ちついたことに、本当に安堵し

ました。    

231    1月 19日（月） 

   不審者情報が入りました。間もなく、警察により、不審者は確保されまし

たが、一部の学年の下校時間を変更し、一時教室に待機させる措置をとりま

した。祖母後、通学路の安全を再度確認した上で、下校を開始しました。当

該学年には、スクリレにて配信し、情報を提供しました。また、全保護者に

確認された状況を同じくスクリレにて流しました。     

230    1月 16日（金） 

   インフルエンザによる感染防止のため１学級において、学級閉鎖を行い

ます。インフルエンザ B型による学級閉鎖は初めてです。昨年、流行したイ

ンフルエンザ A型では、突然感染が大きく広がったことを鑑み、B型につい

ても注意喚起を行っていきます。各ご家庭でも、感染予防への対応をお願い

します。 

  ※インフルエンザの罹患者状況     3 名（昨日比 －5）  

 発熱  4名 （昨日比 ＋3） 
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その他病欠  9 名 (昨日比 －2) 

      学級閉鎖 ５年生 １学級 16日（金）～17日（土） 

229    1月 15日（木） 

   パラアスリート等学校訪問事業が行われました。車椅子バスケットボー 

  ル日本代表である川原凜選手が来校されました。川原選手は、2021 年東京

パラリンピックに出場し、銀メダル獲得に貢献しました。また、2022 年か

ら男子日本代表のキャプテンとしてチームを牽引し、2028 年ロサンゼルス

パラリンピックをめざしているアスリートです。一流そして本物に触れる

貴重なひとときとなりました。 

228    1月 14日（水） 

   1959年、南極に取り残されたタロとジロの生存が確認された日です。映 

  画「南極物語」は私の記憶にも鮮明に残っています。今日は、タロとジロの

日でもあります。また、この 2頭の出来事より、生きることへの希望と愛を

忘れないための日として、「愛と希望と勇気の日」ともされています。「生き

ることへの希望と勇気」、子どもたちにも日々、伝えていきたいです。 

227  1月 13日（火） 

   元気に登校する子どもたちが多い中、1つの学級でインフルエンザ感染が

複数認められました。昨年、流行した A型にかわり、今回 B型による感染で

す。学校全体では 5人の感染ですが、今後、十分な注意が必要です。寒暖の

差が大きく、体調管理も容易ではないなか、子どものみならず、大人も十分

な対策が求められます。昨年を例に挙げると、感染は一気に広がることがあ

ります。学級閉鎖になったときの対応も各家庭で改めて確認していただく

ようお願いします。 

226    1月 12日（月） 

   成人の日。新成人として 18歳に引き下がったのは、まだ記憶に新しいで

すが、各地で行われる行事対象者は 20歳としている事が多いようです。県

内では、20歳の行事対象者数が初めて 93年以降最小の５万人台なったそう

です。少子化の現状は厳しい状況ですが、千葉県知事の言葉が印象に残りま

した。「世代の数が減っていることは一人一人のフィールドが広がっている

ということであり、新成人を迎える皆様はより大胆に挑戦できる。勇気を持

っていろいろなことに挑戦してもらいたい」鎌ケ谷市の当該者 1010人の若

者に心よりエールを送ります。 

225    1月 11日（日） 

   今日 11日は鏡開き。神様へのお供えとして正月に飾られていた鏡餅を習

わしとして、雑煮やお汁粉みして食べることで年神様の力を体に入れ、1年

の健康を願います。毎年「１」が 3 つ並ぶ 1 月 11 日に行う年中行事です。 



  「111」の並びだけでも元気がわいてくる日だけに、いいことがありそうな、

そんな予感がする行事です。 

224    1月 8日（木） 

   朝の冷え込みがとても強い朝となりました。本格的な冬将軍の到来かと

思いきや、日中は暖かな穏やかな陽差しに包まれました。窓をあけて入って

くる風が心地よいくらいの陽気となりました。学期はじめの欠席状況は、イ

ンフルエンザ 2名、発熱による欠席が１名、その他の病気が 13名となって

います。大きな事故もなく、3学期を迎え、元気な子どもたちの姿が戻って

きたことが一番の喜びです。いよいよ、明日からは給食が始まります。 

 

223    1月 7日（水） 

   今朝、心がとても晴れやかになりました。体育館前で清掃をしていると、

登校してくる子どもたちから「おはようございます」と、元気なあいさつが

届きました。以前と比べると、子どもたちの方からするあいさつが増えたよ

うに感じました。新年を迎え、子どもたちの新たな決意の一端が伝わった、

そんな朝の出来事でした。※今日は、一年の無病息災を願って、せり・なず

な・ごぎょう・はこべら・ほとけのざ・すずな・すずしろの入ったお粥を食

します。 

222    1月 6日（火） 

   始業式の話【概要】 

おはようございます。そしてあけましておめでとうございます。 

新年を迎え、みなさん一人一人は「今年こそ・・・」と胸に秘めている

ことがあるのではないでしょうか。目標を立てて、その目標に向かって努

力することは大切なことです。ぜひ、今の気持ちを持ち続けてください。

それぞれの目標が実現できるよう、私は応援します。 

私は、これまで皆さんの授業の姿勢、児童会活動や学校行事での活躍の

姿などを見て、素晴らしいと感心してきました。これらは、自分の目標を

達成しようとするみなさんのがんばりであり、自分を輝かせるために姿で

もあります。 

そして、４月からは、１年生から５年生までは学年があがります。６年

生は、中学校へ進学します。３学期はまとめの時期でありますが、それと

ともに４月からの新たなステージに向けての準備の時期でもあります。新

たなステージをしっかりと歩けるよう、３学期のスタートを切ってくださ

い。 

では、今年も優しさいっぱいの学校をみんなで創っていきましょう。 

 

221    1月 2日（金） 

   新年を迎えた学校は静かな時を刻んでいます。2026年を迎え、21世紀は



「四半世紀」を経過したことになります。ついこの間 21世紀の扉が開いた

と思いきや早 25 年、「この間はどんな時間だったかな」と本校の屋上に掲

げられている「祝 132年・・・」の横幕を見上げながら想いを馳せています。

今年もまた、箱根駅伝の選手からこれからの元気をもらいつつ、明日に向か

っていきます。 

220     1月 1日（木） 

   あけましておめでとうございます。 

  2026年のスタートです。今年はどんな１年にしたいですか？ 

  新しい年になると、気持ちも改まります。 

  元日にぜひ、「今年、かなえたいこと」「今年、がんばりたいこと」などなど 

  ぜひとも、今年にかける決意を考えてみて下さい。 

   今年もよろしくお願いします。 


